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 哺乳類の睡眠時間を制御機構は未解明です。睡眠時間制御機構の解明を目指して、我々は高速
に遺伝子改変動物を作製することができる技術（トリプルCRISPR法）と高速に睡眠表現型を解
析することができる手法（SSS）を開発しました。さらに、神経細胞のコンピュータシミュレー
ションにより睡眠時間制御因子を絞り込み、トリプルCRISPR法とSSSを組み合わせることで
SK や CaMKII をはじめとするカルシウムイオン関連経路に属する遺伝子群が睡眠時間制御に関
与することを予測し、これらのファミリーに属する33遺伝子をすべてノックアウトすることで、
８つの遺伝子（Nr3a, Kcnn2, Kcnn3, Cacna1h, Cacna1g, Atp2b3, Camk2a, Camk2b）が
理論モデルの予測通りの睡眠表現型を示すことを示しました。講演では、今後の睡眠・覚醒シス
テム解明の課題についても触れる予定です。  
 
 本特別セミナーは、別紙の通り、当日の午前9時から開催されるシンポジウムの一部として開
催されます。他の研究者の講演も合わせて、多数のご参加をお待ちしております。なお、本セミ
ナーは大学院医科学・栄養生命科学・口腔科学教育部特別講義を兼ねています。 
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